
支援の手を「あつめて」「むすぶ」
～子ども・子育てを支えるプラットフォーム～

NPO法人せたがや子育てネット 代表理事
NPO法人子育てひろば全国連絡協議会 理事
松田妙子
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松田妙子 自己紹介
★渋谷区育ち。工務店を営む母方の祖父母と同居。
民生委員だった祖母の「まちのよろず相談」の現場を
見て育つ。身近な場でのよろず相談。
★福祉学科で学ぶ。
「大人も子どもも放課後が大事！」

★こどもの城で「人と関わって遊ぶ」部署で働く。
「地域で一緒に育つ・一緒に育てる」

★1998年夫の転勤先の三重県津市で
第１子5ヶ月の時、ママの部室「赤ちゃんサロン」開催。
「あいま通信」発行。当事者主体の活動の化学反応

★2001年世田谷で産後家庭にアウトリーチ（家事援
助）と、無認可保育園の一室で常設の居場所開始。

県レベルの自治体のため、一つの団体・場所だけで
はダメ！ネットワークが必要！と考える。

★ベビーカーマーク、授乳室マークなどに関わる
「ミクロとマクロをつなぐ、メゾ」 「アドボケート」
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2020年NPO法人せたがや子育てネット
主な実施事業

 せたがやこどもフードパントリー

2020年4月14日からの2021年10月26
日までに89日間228回の活動を通じて
のべ17000食以上を提供。

 地域子育て支援コーディネーター
（利用者支援基本型子育て世代包括支援センター）

身近な場所で
予防的な
相談事業・資源開発

中間支援センター

烏山・玉川

 赤ちやんをつれて学校へ行こう！

区立中学校3年家庭科、
都立高校定時制へ
地域の1歳までの
赤ちゃんとその家族と
共に訪問
「ティーンエイジャーに
赤ちゃんを抱っこする体験をプレゼント」

 情報提供

＊メルマガ耳寄り情報
＊多胎児むけメルマガ
＊ LINE＠等各種SNS
＊ FMせたがや情報提供番組

 人材育成

＊ファミリーサポートセンター
アドバイザー研修

＊フォスタリング機関里親研修
＊世田谷区一時預かり補助
＊保育サポーター養成

 産前産後のセルフケア講座

対象：妊婦と産後5か月未満の産婦
内容：赤ちゃんの抱っこ、ストレッチ等の講習
あわせて地域の情報を提供し、
身近な場所での相談につなぐ

児童館へのアウトリーチ

 区民版子ども子育て会議

 地域共生社会にむけての
多分野との連携・中間支援

＊生活サポートNPO等協議会
＊せたがや防災NPOアクション
＊外あそびプロジェクト・せたがや

 おでかけひろば【 4カ所】
（地域子育て支援拠点事業）
区内団体と実践交流・ネットワー
クを構築しつつ運営

ぶりっじ@roka
（南烏山）

まーぶる（瀬田）
すぷーん（深沢）
おりーぶ（奥沢）

 スポーツ財団主催講座託児
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「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！
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「地域を基盤とした子育て」をもっと！
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「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！

困った人がたままたみつかって、なんとかつながっている
状況。ライト（財源）が弱いとみつけられない。
見えてない姿は、なかったことにされやすい。
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「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！

我がまちにどんな

浮き輪（サービスやプ
ログラム）が必要か。
地域の状況を良く理解
して少しでもニーズが
あったら用意する。
ぴったりのものがなけ
れば工夫してつくる。

自治体の子ども・子育て支援事業計画調整計画と

ニーズ調査が大切。どうしたらいいのかは国の支援、
後押しがうけられる。（←国の体制も強化が必要）
どこに住んでいるかで違いすぎる格差を無くしていく。
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「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！

中学校区ほどのエリア感で顔の見える関係がつくれる場。
豪華客船じゃなくていい。ワンストップよりも多職種連携。
遠くの1カ所よりも、近くのどこに出会っても、必要などこかに
つながるネットワーク。
受け皿がないと予防的にできない。重層的支援体制のために
まずは子ども・子育て支援分野の強化が必要。
エリア同士の連携、ネットワーク
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気になる、ほっとけない！
と具体的に関わって動いて
くれる人がたくさん必要

その人の支援のまなざしを
鍛え、背骨を支える研修

持続可能にしていくために、
身近な地域で公的な仕組み
の業務を担う人
⇒自助共助はもう限界デス

「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！
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子どもがいきいきわくわく育つまち=子どもが権利の主体
⇒こどもコミッショナー制度・こどもオンブズ
身近な地域での日常的な寄り添いと惜しみないサポート
⇒すべての3歳未満の家庭に対する予防型現物給付
あなたがそのままの姿でいられる場所
支援の受け手も支え手になれる場所。「自分にも役割がある」

困ってから
救命浮き輪を
投げる社会ではなく

すべての人に

ライフジャケット
が配られている
安心の社会

「いまある支援」と「広く深い予防」をもっと！
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「地域みんなで子育て」をもっと！

未就園児の家庭に具体的
な支援がまだまだ届いて
いない。

基礎自治体が「地域の実
情にあわせた支援」を構
築するためには

地域のステイクホルダー
と対話の中で計画をつく
ることが必要。

第27回社会保障審議会児童部
会社会的養育専門委員会資料
より
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「地域を基盤とした子育て」をもっと！

もっともっと子ども・若者を
ステークホルダーとして尊重し、
子どもたちがまちづくりをしていく社会に！！！
大人は何をすべきなの？

「川をきれいにした
かったら、僕らを川
で遊ばせて。

そうしたら、きっと、
大人はごみを捨てな
いと思うよ」

2010~2011年
東京都次世代育成支援
後期行動計画ヒアリン
グ調査より
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「地域みんなで子育て」をもっと！

そもそも

「地域」って誰のこと？
それぞれに地域観が違う
から対話からはじめたい

「見張り」から「見守り」へ

「プロテクト要因」が
「リスク要因」を上回っていれば、
総合的にレジリエンスは高まります。
2019年山縣文治先生
https://news.yahoo.co.jp/feature/1235/
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世田谷区第2期子ども計画素案より
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区民版子ども子育て会議
計画策定と並行して市民の対話の場をつくろう

• 手弁当ではじめる。（数人からでも、いつからでも）

• 参加者に「ここにいたらいいなという人を連れてきてね」と頼む

• 対等な立場で、要望の場ではないことを確認。

「切れ目ない支援」「外遊び」「働き方」等テーマを設定し、官民まじ
えてもりあがる！

• 終わると必ず懇親会

→政策にも反映されました。

→パートナーシップの醸成

私たちにも
役割がある！

始まって
から6年

15



保育園と幼稚園の年齢別利用者数及び割合
◆０～３歳児の保育園の利用者数と利用割合は、年齢が上がるにつれて上昇している。

◆幼稚園児をあわせると、４・５歳児では、ほぼ全ての児童が保育園か幼稚園を利用している。

厚労省資料より
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特に産前産後は
どこにも所属が
ないこともあって、
孤立しがち。

「地域子育て支援拠点に関する
アンケート調査2015・2016」
NPO法人子育てひろば全国連絡
協議会
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世田谷区おでかけひろば
（地域子育て支援拠点事業）
あたたかく迎え入れる。
ハレとケがあるとしたら「ケ」の日常を紡ぎだす

コロナ禍で休止中も電話やメール、
はがき、公園巡回などでケア。入場
人数を減らして運営。→身近な地域
にたくさんあることが大事

水平対等な関係
保護者？ボランティア？
スタッフ？
循環型の支援

子どもにとって多様な人た
ちとの関わりと安心の場所
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ハッピーセパレーション
（拠点で行う理由を問わない一時預かり）

自身が見えていないニーズ
「子どもといるのがしんどい」
「ちょっと休みたい」
実家のように
「いつでも、安心して」
「三枚のおふだ」として

子どもの最大の環境は保護者
→当事者がしてほしいことを入り口
につながりをつくる

「満たされた」気持ちになるまで根気よく。「足りなさ」は人それぞれ
「ごめんね」から「いい時間をありがとう」へ
一時保育というサービスではなく、コンセプトを伝える。
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世田谷区平成３０年度子どもの生活実態調査【子ども・保護者アンケート調査】詳細分析報告より

困ってからつながりをつくるのではなく、
日常でつながっている必要性
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虐待“予防”をどうとらえるか

• 早期発見・再発防止
→要保護児童対策地域協議会のあり方
→9割以上は「在宅支援」だからこそ、
地域のネットワーク（面）で受け止める体制づくり

• 発生予防
→地域の子育て支援「起こらないことを、おこす」
→数値化されにくい「予防」に力をいれられるか。
自治体次第になっている

アウトリーチ・ピアサポートは拠点あってこそ展開できる。
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たとえば！東京都世田谷区
人口９２万人 出生数：約７000人/年

虐待の発生予防と
「在宅家庭」のフォロー
それを支えるための
インフォーマルな支援
メニューの開発
それぞれの地区ごとに
おせっかいな世話役が
必要
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世田谷区地域子育て支援コーディネーター
（利用者支援事業基本型・子育て世代包括支援センター）

★予防的に関わる （拠点で会える）

軽微なことでも相談し慣れてもらう

「場」で支え「環境」を日常的に見せること

課題を切り取ると辺境化する

＜ありのままで地域で包摂される

★なかったらつくる！

小さな、パーソナルなものから。

資源の開発は当事者参画で。

★ありがとうのシーンを増やす

地域でありがとうが言える場をつくりだす。

支援する/される関係からの脱出
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産後のおうちにご飯をつくりに
• 妊娠中に作戦会議。赤ちゃんとどう過ごすか、間取りから考え
てみる

• 生まれました、と「地域」に帰ってきてね。待ってるよ。
• おめでとう！と、近所の人がすぐにきてくれる。
• 正しさ、ではなく、いい塩梅を一緒にみつけよう。
• 朝ごはんの片付けからやるからおいておいてね。
• 洗濯物も干しとくよ
• 着替えもパジャマで、産後を大事に過ごしてね
• 具だくさんのあたたかい味噌汁
• サービスではなくてピアサポート
• 赤ちゃんの声をききながらつくっていく「暮らし」
• 地域にひらかれた家族

あったらいいな、はこんなにもシンプルでつつましいことですが
気持ちよく手助けすることも、受け取ることも、
とてもむずかしい世の中になっています。

プロテクト
要因になろう
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赤ちゃんとのふれあい体験授業
初めての子どもが生まれる前に赤ちゃんの世話をしたことのない
親が４人のうち３人（横浜市・２０１３年）

子育てする人生を選んだ人との出会い
今日赤ちゃんと関わったことも「子育て」なんだよ
みんな地域で祝福されて育つ

子育て中の親が地域での役割を果たす。
「ティーンエイジャーに体験を
プレゼント」
「自分の子どもだけを育てるのではなく、
地域の子どもにとっての大人になる」
「育てられる者から育てる者へ」

未来志向で、循環を生み出す
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学校と乳幼児に関わる人たちが
活動を通じてつながる

⇒子どもを様々な立場と視点から支える

地域子育て支援拠点にきて
いた赤ちゃんが中学生に
なって授業を受ける。

フードパントリーで会ってい
る子と学校でも会える
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どんなシーンがつくりだせるか？
「パパが帰ってくる１１時まで、ワンオペなんです」

月に１度の夕食会「ろかめし」
「お米欲しいな」で、８０キロ集まった♪
仕事帰りのシングルマザー、ぶりっじを卒業したこ
どもたち、急いで仕事切り上げてくるお父さん、団
地の一人暮らしの高齢の方、
施設で働く若手職員、落研の学生も・・・
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防災×コミュニティ

★「地域の防災訓練には若い世代がなかなか参加しない」
★団地の自治会は高齢化していて、新しいことは生み出せない
★昼間は出かけていて、夜帰ってくるだけ。顔見知りがいない

→地区防災事業を、子育て世代と繋がる団体が運営することで
多世代で体験するプログラムに。 地域に顔見知りを増やす
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腱鞘炎にならない「抱っこ」
家事ができる「おんぶ」
次の世代に伝えるのは誰？
いつの時代も当事者たち。
ミクロに。ていねいに。

抱っこしておんぶしてまた明日♪

プロジェクトで地域を変える
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例：国交省が立ち上げた協議会

〇ベビーカー利用を制限するルールや、
禁止マークの普及が目的ではないこと
を都度確認、合意形成した。

〇文章の表現、登場するシーン等にも
細かくチェック！
折りたたまずにのせること「も」
⇒折りたたまずにのせること「が」

ミクロとマクロをつなぐ

他の省庁とも力強く連携して「育てづらさ」を解消してほしい！
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せたがやこどもフードパントリー
2020年4月14日から始まった「せたがやこどもフードパントリー」。多くの個人・団
体・企業などからのご協力をえて、2021年10月26日までに、89日間228回の活動
を通じて、のべ17000食以上を提供。妊娠中・未就学から高校生世代まで約230家
庭430人の子どもたちが利用。現在は月2回土曜日の夕方に開催
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活動内容
せたがやこどもフードパントリーとは？
• 新型コロナウイルスの影響で、収入減・家計が厳しくなり、生活が困窮している
家庭の子ども（高校生世代以下）を対象に、お弁当やレトルト食品、果物などを
配布する活動を開始。

• 生活が困窮している家庭とは？
• 日本では約7人に1人の子どもが、その社会のほとんどの人が当たり前のもの、普
通のこととしている生活ができない状態にある、「相対的貧困」

• 世田谷区でも、約10人に1人の子どもが生活困難層（低所得・家計の逼迫・経済的
な理由による子どもの体験や所有物の欠如のいずれか1つ以上に該当）

• コロナ禍で
• 新型コロナウイルスの影響で困窮家庭がより深刻に、新たに生活困窮家庭が増加
イベントや外出の自粛要請のために、失業したり、出勤制限で収入が減っている
休校のため仕事を休んだり、勤務時間を短くせざるをえない
休校で給食がないため、食費をはじめ生活費がよりかかる
アルバイトで学費や家計を支えていた高校生世代の子どもも、失業・収入減

子どもの貧困は、単にお金がないということだけでなく、様々な形で子ども
の成⾧に影響を及ぼしますが、生活に困窮する子どもや保護者の姿は見えに
くいという課題があります
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利用者の声
•コロナの影響で食費はかさむが、収入はがた落ちです。
ただ、ただ、もう助かります。ありがとうございます。

•子どもが美味しいと言いながら笑顔で食べてました。
お菓子や果物は買えないので、デザートだ！おやつもある、
と喜んだ顔を見れて良かったです。本当にありがとうございました。

•意外に多くの方が利用していらして、ハードルは高くないんだなと。
支援を受けたければ、受けていいんだなという印象を持ちました。食
料があるというのは安心感に直結します。
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◆子どもの育ちを支える情報をタイムリーにわかりやすく◆

「情報の提供は生きる力になる。」

「知らなかった情報だったので、非常に助
かった。」

これは、生活困窮世帯やひとり親家庭が
利用できる支援サービスを案内した際に
届いた保護者の声。

せたがやこどもフードパントリーでは、子
どもの食を支えるだけでなく、子どもや保
護者が必要な支援につながることができ
るよう、官民の様々な支援サービスに関
する情報を提供しています。

世田谷区が2018年に実施した調査結果
では、ひとり親世帯や生活困窮世帯ほど、
ニーズがありながらも支援サービスの利
用につながらない傾向にあることが明ら
かになっています。

実際に保護者からは「助成やサポートに
関する情報入手をすることに、自分だけ
では限界がある」との声も。

（せたがやこどもフードパントリーFBより）
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一か所で全部背負わない家庭支援
困り感への気づき（その違和感はあながち間違ってない）
小さなひっかかりやしんどさなど、かけらを集める。粗探しではなく。

↓声かけ・傾聴
語られたことを全部その組織で引き受けなくてもいい！
指導と助言の前に聴いてくれる、「こどもとの暮らし」に関心をむけてくれる人
ながくほそく繋がり続けることが大事
↓「予防的つなぎ」 パートナーを見つけよう
例：地域子育て支援コーディネーター（利用者支援基本型）
コーディネーターが地域にアウトリーチ、
もしくは紹介で当事者がメールや電話などでアクセス。
その後同行支援、面談等

↓
地域資源の紹介・行政・関係機関へのつなぎ
↓
その人に身近な場所は変わらず応援団でいてくれること
（ここの信頼関係を守る）
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まちの居場所の「キモ」は
中間支援機能

• ぶりっじ機能
誰かと誰かをつなぐ
ナニカとナニカをつなぐ

• アジト機能
自分をわかってくれる仲間
ナニカをたくらむ

• トランポリン機能
うっかりおっこちても、受け止めてくれる
跳ね上げてくれ、しかるべきところへ戻れる
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個と地域の一体的な支援

「地域福祉援助をつかむ」岩間伸之・原田正樹 著 有斐閣2012 より
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